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一一国家形成期における発想の探求を中心とする一一
Shosanka in the Manyoshu and Songshi in the Shijing 
一‘Invention’duringthe Period of Formation of the Stateー
孫 久富事
Much outstanding comparative research has been devoted to the 
Manyoshu (MYS) in relation to Chinese literature,yet for the most part 
such research has centered on detailed comparison of diction in the MYS 
and the Wenxuan. There have been fewer studies comparing the MYS 
with the Shijing （“Canon of Song”）， the primordial text of the Chinese 
literary tradition, and litle attention has been paid to the relation of 
influence in terms of literary invention as grounded in the historical 
reality and social formations. 
The present study focuses on the sanka and songshi (eulogies or hymns) 
which, respectively, occupy important places in both anthologies, and 
seeks to clarify the relation of influence, and the differences, from the 
perspective of history and social formations. Concretely, First the defini-
tion and scope of sanka and songshi is determined and classifications of 
each by content are proposed. On the basis of these classifications, poetic 
invention in/both anthologies is examined with respect to five areas: (1) 
respect for tian （“heaven”） vs. imperial divinity, (2)virtual, ritual and filial 
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piety vs. the concept of chisuininzan, (3) concepts of eternity, (4) internal 
aspects of praise for the beauty of the land, the capital and the palace 
gardens, and (5) wavering of belief with enshi (songs of satire or resent-
ment). 
The results of these comparisons can be summarized as follows: (a) 
influence of the concept of revering tian in the Shijing can be discerned 
in the concept of divinity in the MYS hymns. (b) the notions of imperial 
divinity and the concept of the emperor in the MYS are variants of the 
songshi notion of the emperor as a divine mortal through exercise of 
virtue, ritual and filial piety. (c) the notion of imperial divinity, an 
extension of chisuininzan, is due to the influence of Confucian thought. (d) 
notions of eternity apparent in the MYS sanka have elements in common 
with those of songshi, and influence of Chinese literary expression can be 
seen therein, but differences in content and perspective are also evident. 
(e) praise of the beauty of the land, the capital and palace gardens in the 
MYS show similarities to the Shijing, but the descriptive focus differs, 
with sanka oriented towards peripheral scenery, while the songshi fore-
ground the majesty of buildings. (f) both anthologies include enshi but the 
object and degree of satire differs. 
In conclusion, the above observations suggest that while the two anthol-
ogies appear at different times, both are literary products of the period of 
formation of the state, and have much in common. That relation is not 

































































































































































































玉樺畝火の山の （橿原の 日知の御代ゆ都云ふ、 生れましし神のこ
あめ した し






























































































































































































































































































寵もよ み龍持ち堀串もよ み堀串持ち この岳に菜摘ます児家聞
かな告らさねそらみつ大和の国は、おしなべて、われこそ居れ し











































































































－。王在霊沼、珍籾魚躍、・・ H ・H ・－（大雅・霊台）
悶宮有価賓々枚々、赫々萎源、其徳不回、上帝是依、無災無害、菊月
不遅、是生后稜、降之百福、………。（魯頒・悶宮）
於穆清廟、痛雛顕相、済々多士、乗文之徳。（周頒・清廟）
イ、天子、皇帝、大君の統治を強調するよりも、祖先と君王の徳を強調す
る。祖先を祭る場所としての廟を建てて、そこで祭杷を行うことによ
って多福を祈る。
ロ、宮殿の外観、壮大さ、華麗さを誇る。それによって、君主の権勢への
尊重を示す。ゆえに『詩経』以後の詩、とくに六朝の賦となると、美
辞麗旬、対句の形を取って、宮殿の壮麗さを最大限に描写するように
なる。この発想は日本の自然讃美と対照的になると同時に、その宮殿
自身の燦然たる華麗さも日本の宮殿、寺院の自然の色を保つ地味さと
大いに違うのである。
ハ、美しい自然環境を讃美するよりも、陰陽の思想による場所と方位の選
定、自然環境造り（庭に樹木を植え、景致を添え、繁栄を祈り、鎮護
とする）に重点、が置かれる。
以上の相違点はつぎの原因によるものではないかと思います。
① 宗祖神の信仰と皇祖神の信仰との違い。前にも述べたように、中国の古
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代の天の信仰には至上神と宗祖神というこ重性を持ちます。宗祖神の信仰は
つまり祖先の開園、自然を征服する功徳を崇拝し、讃美するのですが、日本
の古代の皇祖神の信仰はそのまま現人神とつながります。つまり皇室の先祖
は神々だけでなく、現実に国を支配する天皇も神の地位にすえられ、神とし
て祭られるのです。従って中国の場合はよく祖先の功徳を讃美することによ
って現実の皇帝を諌め、祖先のようになってくれるようにと祈るが、日本の
場合は天皇を諌めることがなく、あくまで尊重崇拝、神として祭るだけです。
皇室の権勢の讃美はそのまま神の讃美となります。従って『万葉集Jの宮殿
讃美には徳の概念があまりないわけです。
②『詩経』の宮殿をたたえる詩に宮殿の壮麗さを誇るのは中国古代の天の信
仰に基づくものと考えられます。つまり古代人の想像では、天は神の住む所
であり、天には人間の想像もできない壮麗をきわめる天宮があるはずです。
そのため、人間の世界にも、天子、皇帝の住む所を天宮のように造営すべき
です。しかし日本の場合はそうではなくて、天皇は神そのものですから、当
然その支配する国土、都、宮苑も神聖たる色彩を帯るもので、天皇は即ちそ
れを支える神柱です。この神のよりしろの信仰及び神様を「柱」で数えるの
は日本の独特な発想であると言えます。天皇を高天原、大八洲を支えて支配
する柱とみなす以上、当然、その宮殿の造築を讃美するときに神、天皇の象
徴とする柱の太敷きを強調するようになるわけです。そして『万葉集』の宮
殿讃美は宮殿そのものより 四囲の風物の描写が重んじられるのは前にも述
べたように日本の独特な自然風土及びそのような自然風土にはぐくまれた大
和民族の自然を格別に愛する心と自然観からきているのではないかと思いま
す。
結び
以上の話をまとめますと、両詩集は成立年代を異にしますが、共に国家形
成期に出来た文学であるので、共通的な’性格を持っています。それは単に類
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似しているのではなく、直接的、間接的な影響関係の下に生じたものと考え
られます。一方、両詩集を生みだした園、民族、及び社会、文化伝統、自然
風土などの違いにより、両者の聞には影響関係がありながら、またそれぞれ
の独自性を持っています。その独自性こそ、民族的なものであるといえます。
執筆中、暖かい激励と熱心なご指導をしてくださった思師山口博先生に厚いお礼
を申し上げます。
1987年9月20日
討議要旨
梅山秀幸氏より、資料の吉野山・香具山の南北が逆ではないか、との指摘
があった。発表者は討正された上（本会議録では討正されている）、中国の衡
山、泰山、恒山、華山の位置は間違いなく、鎮護の働きをしており、日本の
山岳信仰と共通していると述べられた。
吉村光男氏より、発表者のいう「民族的なものJとは何かとの質問があっ
た。発表者は、中国の敬天思想、と日本の天皇即ち神とする思想との違いを強
調され、さらに両者の相違として、「詩経Jと「万葉集Jの風刺詩をあげられ
た。
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